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令和７年２月

枕崎警察署

※ 速度取締りのほか、通行区分違反、シートベルト、携帯電話使用等の取締りや信号無視、

一時不停止、横断歩行者妨害等の交差点における違反についても取締りを強化します。

※重点路線以外の場所、時間帯であっても取締りを実施することがあります。

　交通事故の総数に変動があっても、重点路線における事故発生件数
に大きな変動はなく、毎年コンスタントに発生している。
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平成29年 令和３年 令和４年 令和5年 令和6年
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追突 出会い頭 右左折時 対歩行者 自損事故 その他
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事故類型別発生状況
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前方不注意 安全不確認 動静不注視 操作不適 交差点安全進行 信号無視 一時不停止 その他

発
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数

違反類型

違反類型別発生状況

平成29年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

◎

◎

◎

◎

 令和２年から昨年までの４年間における交通事故を分析した結果
   ・重点路線の中でも国道226号及び国道225号での発生が多い。
   ・発生時間は午前10時～午後８時の発生が多い。
   ・発生曜日に大差はないが、土曜日と日曜日は減少している。
   ・昨年は特に追突事故と出会い頭事故が増加している。
という傾向が認められる。

 枕崎市内では速度超過に起因する人身事故は発生していない。
 
 重点路線での事故は、総数の変動があってもそれに関わらず、毎年同じような件数でコンス
タントに発生している。

 令和５年までの過去３年間では人身事故は減少していたが、昨年は大幅に増加しており、物
件事故を含めた事故の総数は令和４年以降増加傾向にあり、安全不確認や前方不注意等運転者
の緊張感の欠如や基本的な交通ルールの不遵守による事故が多発しているので、運転手に緊張
感を持たせる活動や、交通ルールの周知徹底を図る必要がある。


